
実践記録（小５・国語） 

１ ねらい 

  付箋紙を使い意見を交流させることで、新たな意見を自分の考えに取り込み、意見を深めたり、広

げたりすることができる。 

２ 手立て 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 実践の様子 

社会科の「暖かい土地・寒い土地のくらし」についての単元で、そ

れぞれの土地の工夫や特色を一通り学習した後、国語科の意見こうか

ん会の単元を利用し、「魅力のある県は？」という題材で討論を行わ

せた。準備段階として、児童には「視点」を与え、その視点に沿って

準備を進めさせた。視点には、「文化」「農業」「観光」「自然」と「そ

の他」（児童がこれは魅力だと思うものを自由に考えさせる欄）の５

つを選んだ【図１】。また、魅力だけではなく、その選んだ県のウィ

ークポイントやその対策も考えさせ、意見交換会を行わせた。 

児童を、１グループあたり４～５名とし、選ん

だ土地が対立するように教師側でペアを選んだ。

「考えキャッチシート」になぜその土地にしたの

か、今の自分の考えを記述させた。そして、それ

について賛成・反対意見や質問など付箋紙を使い

一人２分間という時間を設定して、２分経過した

ら次の人に時計周りで回していくようにした。記

述しながら会話をすることで、記述内容を補い、

活発な意見交換ができたのではないかと考えた。 

４ 成果と課題（○･･･成果、●･･･課題） 

○ 付箋紙を使って記述することで、意見や考えの確認をす

ることができた。また、矢印で追っていくことで、児童の

考えの流れがとてもよく分かった。 

 ○ 最後に自分の考えを書かせる時にも、どのような意見交

換をしていたのか振り返ることができ、友達の意見に触れ

ながら、自分の新たな考えを書くことができていた。 

 ● 意見交換をさせるには、その内容についての知識や情報

をしっかりもっていないと意見交換をすることができない。二つを比べるテーマなので、その内容

について、もっと知識や情報をもたせて自分の考えをもたせる必要があった。 

どの考えに対しての意

見か分かるように、矢印

を付けて付箋紙を貼りな

がら情報の交流を行う。 


